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１．豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設の運転状況について

２．ＰＣＢ廃棄物の３月の受入計画

３．安全への取り組みについて

 （1）安全の日と安全パトロールの実施

　なお、ドラム缶に入っているＰＣＢ油（廃ＰＣＢ等）の受入予定
はありません。

　豊田施設では毎月２１日を『安全の日』と定め、まず朝の
作業前に一堂に会し、①報告・連絡・相談のスピードアップ
の向上、②チームワークの徹底、等の訓辞を行っていま

　パトロール中に改善すべき点等が見つかった場合には、
すぐに担当者へ対策を施すよう指示し、事後の対策の効
果や結果については速やかに確認して、施設内の安全確
保に努めています。

　１月は高所作業時に使用する梯子、脚立、作業道具、治
具類等の安全確認をテーマに、２月は解体作業やクレーン
作業における怪我が起こりやすい場所の確認等をテーマ
に、それぞれパトロールを実施しました。

【次ページへつづく】

豊田ＰＣＢ廃棄物処理事業だより（Ｎｏ.５９）

　３月のＰＣＢ廃棄物の受入計画は、左表のとおりです。

　コンデンサ類は、少量保管事業者（保管台数が２０台未満の
事業者）を中心に、豊田市内から３１台、愛知県内から３５１
台、三重県内から２台を受け入れる予定です。

　豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設（豊田施設）の２月の
処理実績は、下表のとおりです。

　今月号の運転状況の紹介として、碍子が大きい
特殊な大型トランス（計器用変圧変流器）が、解体
エリアにおいて缶体と碍子、コイル等に分解される
作業写真を掲載しました。

　大型・小型トランス類は、愛知県内から５台、三重県内から２
０台、車載型トランスは静岡県内から２台を受け入れる予定で

　弊社は安全で確実なＰＣＢ廃棄物処理の操業を
継続しています。

　安全の日には安全パトロールも行っています。
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クレーンの安全確認作業



【前ページからのつづき】
 （2）応急手当講習の開催

４．少量保管事業者に対する説明会の開催について

５．情報公開ルームにおける展示物の追加等について

日本環境安全事業株式会社（ＪＥＳＣＯ）

（連絡先） 　豊田事業所　　　０５６５－２５－３１１０
　【豊田事業ＨＰ】　http://www.jesconet.co.jp/facility/toyota/index.html

　このたび、情報公開ルームにおいて見学者の方々の関心が高
いＰＣＢ処理残さ（汚泥）と分解、洗浄等を終えた部材（鉄、銅、碍
子）等の払出物を展示いたしました。

　豊田施設において、いつ、どこで傷病者が発生しても迅速かつ確実に対応できるよう、これからも同様な
訓練を重ねてまいります。

連絡先

　弊社では、ＰＣＢ廃棄物の少量保管事業者の方々を対象に、
受け入れる地域から順次『ＰＣＢ廃棄物処理説明会』を開催して
います。

　講習はテキストを用いて①１１９番通報と救急車の呼び
方、②出血時の止血方法、③怪我に対する応急手当、
④傷病者の搬送方法 等について行われ、④では講師の
模範実演、受講者の実技訓練を交えながら学びました。

　今後も計画的に少量保管事業者向けの説明会を実施し、安定
したＰＣＢ廃棄物の処理を継続してまいります。

　２月２６日に静岡市の方々を対象に、説明会を実施し、弊社か
ら平成２１年７～９月の重点搬入期間に向けて、受入予定時
期、契約手続き、少量保管事業者間の積み合わせ運搬等の説
明を行いました。

　ご多忙にもかかわらず、計２６社の保管事業者の方々にご出
席いただきました。

　なお、豊田施設内の改修工事のため、施
設見学者の受入を３月末まで一時休止して
いますが、４月から再開する予定です。

　４月からの施設見学を希望される場合
は、希望日、時間及び人数等の事前の調
整、確認等が必要となりますので、大変お
手数ですが、あらかじめ豊田事業所総務課
（０５６５－２５－３１１０）までお問い合わせく
ださい。

　豊田施設では、これまでの処理実績、環境モニタリングの結
果、設備の概要等、ＰＣＢ廃棄物処理事業に関する情報について
常時閲覧できるよう情報公開ルームを設けています。

　豊田施設では安全を第一にＰＣＢ廃棄物処理を行って
おり、社員の作業安全に対しても充分な注意、配慮を欠
かさないよう努めています。

　しかし、社員が施設内で怪我をする危険性は潜んでい
るため、万が一を想定して、迅速かつ確実な対応を、あ
らかじめ身につけておくことが必要です。

　その対応策の一つとして、２月１８日に豊田市南消防
署西分署の方々を講師として招き、応急手当講習会を
開催しました。

豊田市南消防署による模範実演
（傷病者の搬送方法）

・写真右
　払出物の展示ケース

 ・写真上
　 情報公開ルーム全景

ＰＣＢ廃棄物処理説明会の様子


